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 ● 「R&D研 究 会」による調査研

究の成果を，本誌モノグラフに最

初に発表 したのは1996年3月 に

刊行された 『組織行動研究』No.

26の 「研究人材マネジメント：そ

のキャリア ・意識 ・業績」であっ

た。その後，年1回 のペースで研

究成果を発表 して，この号で5回

目となるが， 今回は 「最終報告」

というサブタイ トルをっけること

になった。本号に収めた13編 の

論文は，すべてこれまでの研究を

総括するものとは必ず しも言えな

いが，研究会のメンバー各人が関

心をもっ研究テーマをさらに掘り

下 げたもの，新たに利用可能 に

なったデータを解析したもの，最

近の国際学会で報告した論文など

からな っている。R&D研 究会 は

このモノグラフの刊行をもってそ

の活動をおえる。

 ●われわれの調査研究は，わが

国の基礎研究者の意識調査を皮切

りに，基礎研究 と開発研究の比

較，日本と外国の比較へと向かっ

た。国際比較ではアジアおよび

EUと の比較を行なった。さらに，

インドや台湾では，調査対象に民

間研究所だけではなく公的研究機

関の研究者 も含 まれていたため

に，民間と公的研究所の比較 も行

なった。このような多層の比較分

析によって，日本の研究開発の特

色が浮き彫りになってくる。その

インプリケーションは，組織内の

研究人材マネジメントにとどまら

ず，一国のイノベーション・シス

テム(National Systems of Inno-

vations)一 民間研究所，公的研究

機 関，大学，政府 といったイノ
ベーション・システムの主役たち

がどのような関係をとり結び，人

材，情報，資金，影響力，威信等

をいかに交換 しっつイノベーショ

ンの成果をあげているか，その障

害は何か，他の国のシステムに学

ぶべきことは何かといった，個々

の組織を超えたイノベーション創

出の しくみにもおよぶのである。

 ● とかく外国での調査，とくに

質問紙調査の実施 には困難が伴

う。先進 国で もR&D調 査 な ど

は，知的所有権や国際競争の問題

がからむだけにスムーズにゆかな

い。別のプロジェクトでこれから

アメ リカのR&D調 査 をやろうと

しているが，結果がどう出るか興

味津々というところである。われ

われの国際比較調査で出色の成果

はインド，韓国，台湾というアジ

アの新興勢力のR&D調 査結果が

得られたことであろう。プロジェ

クトのメンバーにそれぞれの地域

にっよい人間がお り，良き研究
パー トナーを現地で見出せるかど

うかに成否がかかっているといえ

よう。アメリカのシリコンバレー

とかバイオ研究所でもインド系や

中国系の科学技術者が大活躍 と聞

く。創造的研究成果をあげるため

に，わが国 のR&D人 材 の国 際

化 ・多様化 ・異質化が必要不可欠

だといわれるが，その問題 も身近

なアジアから見っめ直すほうがよ

いと思 う。    (石田英夫)

 ●偶 然にもインドと台湾という
2つ の海外調査 に関わ りを もっ

た。国内調査 ももちろんである

が，それ以上に海外調査，特に質

問紙調査には多くの困難を伴 うこ

とを，あらためて身をもって知ら

された2っ の調査であった。イン

ドで は300人 以 上のR&D要 員

がいると聞いて，勇んで出かけた

が，5時 間 も待たされて(昼 食を

ご馳走 になったが)，結局回収で

きたのは20数 サンプルであった

こともある。また同 じくインドで

製薬メーカーに研究開発部門があ

ると聞いて，タクシーを雇い6時

間も掛けて出かけたところ，研究

開発者ではなくて，ほとんどが品

質管理の担当者であったこともあ

る。台湾では，新竹地域の研究開

発部門を持っと思われる会社を片

端か ら訪問 した。 ともかく国外で

は予期で きないことがよ く起 き

る。インドも台湾 も，文字通 り地

を這うようにしてサ ンプルを回収

したというのが偽 らざる印象であ

る。また海外調査では現地のパー

トナーの存在が大きい。インド調

査ではIISc(Indian Institute of

Science)のK. B. Akhilesk教 授，

台湾調査では国立台湾師範大学の

洪榮昭教授の助力が大 きい。お二

人のご助力がなければ，インド調

査，台湾調査は成功 しなかった。

           (梅澤隆)

■匿編 輔鰭嚇瀰織 毒轗嬾1
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